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編 集 後 記
医療費の問題は色々の意見があつて 仲々複雑である.日医は一点単価10円を13円に上げ 甲
乙二表を一本にせよ等と主張し 病院ス トに挙いては職員の待遇改善を要求し そのためには医
療費の値上げも必要であると云い 健保連等は 或程度の値上げはよいとしても それは国庫に
て負担せよと云い 厚生省は 初めは 単価を変えずに点数を変えて診療所と病院に差をつけ よ










に換えねばならぬ.点数を変えてはならぬと云 う理屈はない.変 えよと云うのが誰であ り 変え
てはならぬと云 うのが誰であるかは 問 う所ではない.不合理があれば改めるべきである.また
甲表にも乙表にも それぞれ利点と欠点とがある.どちらでなければならぬと云 う事はない.ど
ちらでも不備な点があれば改善して正しい一表を作るべきである'更に政治家や役人 が 医 療 問
題に対して絶大の発言権 決定権を持つているのに対して 医療関係者の力があまりにも弱い事
が納得出来ない.医者の正しい主張に力を与える事が必要である.然 し医者と云つても種々の立
場があり 開業医 勤務医 教育研究医等の考えは必ずしも同一ではない これらを無理に一っ
にするわけにゆかぬ.そ の差異 特色を包含したままで 大きな組織を作ると云 う考えが必要で
あろう(昭和36年1月)




3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑誌郵送先),勤 務先,職地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.














8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部.
